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４月号目次

私 の 一 名 山 「 常 念 岳 」 （ 岳 人 あ び こ 中 村 隆 泰 ） ３

第 4 5 期 千 葉 県 勤 労 者 山 岳 連 盟 総 会 報 告 ４

議 長 ・ 書 記 感 想 ６

新 理 事 長 ・ 会 計 挨 拶 ７

４ 年 間 を ふ り か え っ て ・ 退 任 の 挨 拶 ９

ハ イ キ ン グ 委 員 会 報 告 １ ０

ブ ナ と 残 雪 と 水 芭 蕉 」 ( ウ ィ ー ク デ イ 山 行 ) １ １

リレーエッセイ（キリマンジャロ登頂記） １２

リレーエッセイ 想い出の山。会津の山） １４

自 然 保 護 委 員 会 報 告 １ ５

県 連 盟 統 一 ク リ ー ン ハ イ ク （ 鬼 泪 山 勝 利 報 告 会 ） １ ６

関 東 ブ ロ ッ ク 救 助 隊 交 流 集 会 報 告 １ ７

み ん な の 思 い ・ み ん な に 支 え ら れ て （ 郡 界 尾 根 縦 走 ） １ ８

つ い に １ ０ 回 目 を 記 録 し ま し た （ 郡 界 尾 根 縦 走 ） １ ９

大 震 災 ・ 千 葉 県 連 盟 よ り の 訴 え ２ ０

宮 城 県 連 オ ル グ ( 全 国 連 盟 ・ 東 日 本 大 震 災 対 策 本 部 ２ １

今 月 号 の 登 山 時 報 よ り ２ ２

県 連 盟 た よ り ２ ３

千 葉 県 連 予 定 表 ２ ４

表紙コメント

撮影日：2011 年1 月9 日（日）

撮影場所：扇山（中央線沿線）

コメント：曾倉山～扇山、寒さにも負けず元気はつらつ、岳人あびこの面々が

今年も活動を開始した。

扇山の裏側（曾倉山西尾根）から登るのは初めてだ。ヤブ道のため標識はなく、

登山者には合わず、静かな山行が楽しめる。

山頂(扇山)からの冠雪の富士山の展望は素晴らしい。三つ峠山と御正体山との

間に挟まれ、日本一の存在感を誇示していた。心の中で「今年も頑張るぞ」と

誓った人が多数いたような気がした。

岳人あびこ・中村 隆泰
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常念岳をバックに

私の一名山 常念岳

岳人あびこ 中村 隆泰

2000 年９月 14日(木)～17 日(日)、もう１０年以上も前の話になる。

この”合戦尾根”を２年続けて登ろうとは思いもしなかった。一年前”表銀座”から槍ヶ

岳に向かったのだが、槍の展望どころか見えるのは足元ばかりだった。神様はそう簡単には

ラッキーチャンスを与えてくれなかった。メンバーから是非もう一度との希望があり、翌年、

常念岳を通って蝶が岳へ行くコースに変更して実施した。

２日目、日の出を見ようと５時過ぎから小屋の前が賑やか。天気は上々、下界を見るとさ

ざなみの雲海が一面に広がり、所々に山の頂が島のように浮かんでいる。遥かに富士山、八

ヶ岳から北アルプスの山々までくっきりと見える。この日は槍・穂高をはじめ北アの全山の

展望を一日中飽きることなく楽しんで、前年の無念を見事に晴らすことができた。

３日目、常念岳は岩だらけの急登だった。あちらこちらから遠

望する常念岳は左右に流れる稜線が美しく、それに惹かれてやっ

てきたのだが、なんと荒々しい山ではないか。大きな岩の重なり

を縫うように登る。念願の常念岳の頂上に到着したが、強い風が

吹いており、周りの山は雲に隠れて何も見えない。残念。山頂か

らの下りはさらに厳しかった。朝から覆っていた厚い雲は次第に

雨混じりとなる、穂高の展望は絶望。

本降りの雨に打たれながら小屋に到着する。荷物を整理して食

堂の隅に集合。本日はＫ子さんの誕生日、ケーキとワインにローソ

ク６本、おまけに赤いシャツに赤い帽子まで用意してあった。ここ

まで大事に背負い上げてくれた仲間の心配りにＫ子さん感激で一杯

だった。

４日目、朝から雨、雨具に身を固め出発。落差１３００ｍの急下降である。濡れた石や木

の根っこに注意しながら樹林帯の中をひたすら下る。

後半は雨で、穂高連峰を間近に眺望することはできなかったが、予定通りの行動ができた。

一人ひとりが自分の役割をきちんと果たしてくれた。リーダーとしては心強い仲間と山登り

ができたことに感謝一杯だ。多謝。
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千葉県連盟第４５期定期総会 報告

第４５期定期総会が、３月６日県スポーツセンターにて開催された。

県連盟加盟会２０会（加盟会２１会）から代議員？？が参加した。来賓として県懇

話会より渡辺様（県民意連）のご出席をいただきました。

議長を小山氏・湯浅氏（こまくさＨＣ）を、書記には長谷川氏・島村さん（船橋

勤労者山の会）の２名を選出した。議長のお二人は、経験を生かした議事運営によ

り時間内に終了する事が出来ました。ご苦労様でした。

総会について、具体的に報告をします。

◆ 今総会の目的と課題。

１、山での事故は、絶対に起こさない事を確認しよう。

２、会員拡大に取り組み、８００名の千葉県連盟をつくろう。

３、遭難対策基金・新特別基金を守る活動に参加しょう。

４、鬼泪山を守る運動を継続し、千葉県の豊かな自然を守ろう。

５、千葉県連盟役員・全国連盟理事（３名）選出を積極的に受けとめよう。

◆ 質問・意見

１、事故対策について。

Ｑ 事故が発生した時に、どこまで情報を提供しているのか。県連で総括

したものを各会で共有したほうが良いのではないか。

Ｑ 死亡事故があった。会員外ではあったが、この事故の報告がなぜ前面

に出てこないのか。もっと、オープンに話されるべきではないか。

Ｑ 報告されている事故に対し、検証はしているのか。

Ａ 毎月理事会で報告し、事故一報を各会に流している。

Ａ 事故に対し原因分析をすべきである、県連で実施するには限度がある。

２、自然保護について

Ｑ 船橋山の会では、房総の沢の踏破を行っている。沢の現状はひどいも

のである。県連として沢と里山の浄化に取り組んでほしい。

Ａ、自然保護に、どう取り組んで行くか、要望をまとめて方針を決めたい。

総会報告
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意見：県連の自然保護の取り組みに、一緒に参加してみたい。

３、個人会員制度について

Ｑ 個人会員が山行計画書を提出するのか疑問がある。力量を誰が計るの

か、誰が指導するのかなどが決まっていない。

Ｑ 安全対策に問題がある。会員数を維持するためと言う、組織側の都合

で導入を検討している感がある。このまま進めるのは無理がある。

Ｑ 全国連盟でもまとまっていないようである。誰が山行管理をし、面倒

をみるのか課題が残る。「個人会員は、自己責任で行う・登山時報等

で学習する・新特別基金に加盟する」でなければ、成り立たない。

Ａ 千葉県連での個人会員制の実施は、第４４回総会で確認している。

しかし、具体的な実施事項等は拡大部会で検討を進めている。

ぜひ、各会から拡大検討部会に出席し、意見を出してほしい。

Ａ 全国連盟から提案された「個人会員制導入の基本構想」の検討を実施

してほしい。必要であれば各会の検討会に出席したい。

Ａ 全国連盟提案の「個人会員制導入の基本構想」・千葉県版個人会員制

以 上

千葉県連盟では、組織強化活動、会員拡大を推進するために、「拡大検討部会」

を結成しました。各会の意見・考えを反映した取り組みにしたいと思います。

「拡大検討部会」に代表を送って下さい。

個人会員制度導入についても、十分な討議を行って行きたいと思います。

各会のご協力をおねがいします。

（文責 広木 国昭）

全国連盟の実施する、個人会員制導入のプロセス

１、全国連盟は、８月初旬に「個人会員制の基本構想」の見直し案を提案

する。

２、提案された「見直し案」の討議を進め、１１月３日に予定されている

「全国評議会」において、討議する。

３、２０１２年２月に予定されている「第３０期全国総会」において、実施

するかを含めて討議・決定する。

総会で確認した、千葉県連盟の個人会員制について

１、各会の組織強化・会員拡大の１つの方策として、導入する事を確認。

２、今年度の実施を目途に、拡大検討部会を中心に検討を進める。

３、全国連盟の個人会員制度と、可能な範囲で一致する制度とする。

※ 会員拡大は、個人会員制の実施がすべてではありません。

最優先は、各会独自の取り組みです。
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県連総会議長・書記感想

◆ 議長 湯浅 さん （こまくさﾊｲｷﾝｸﾞｸﾗﾌﾞ）

県連の仕事に参加したのは初めてです。

過去にロングハイクや雪崩講習会でお世話になっているので引き受けました。

役員の皆さんの熱意のほどが感じられましたが、趣味の集いだけに構成メンバー全員

にその熱意を伝えるのは大変と思いました。

総会の間に、意思決定とは関係の無い行事を入れる試みも初の体験で、違和感を感じ

ましたが、講演会そのものは面白く有意義だったと思います。

私は前半（前年度活動報告）を担当しましたが、

時間配分には疑問を感じました。

説明２０分は報告内容から短く、４０分程度に

決め、報告事項ごとに時間枠を概略決めておい

た方がよいと思います。議長として早めにコン

トロールすべきかもしれませんが、途中から調

整するには無理があり、結果的に会計報告の時

間が短かった（良く理解できなかった）こと、

質疑応答の時間が無かったことを反省していま

す。

◆ 書記 島村さん（船橋勤労者山の会）

私自身入会してまだ一年と少しなので会や県連が抱える諸問題を確実に捉えてい

ません。総会で話し合われたことが他人の問題ではなく自分の問題として捉えるよい

きっかけとなりました。山行を楽しみつつ、こうした問題にも積極的に関わっていか

なければいけないのかなと感じました。

◆ 書記 長谷川さん（船橋勤労者山の会）

総会では、特に会員の安全登山について熱心に討議されていることに感銘を受けまし

た。ひとたび事故が起きれば、家族のみならず大勢を巻き込むことを考えると、事故

は絶対に起こしてはならないと思いました。

※ 第４５期総会は、２０会の代議員の出席で無事終了しました。

代議員・議長・書記の皆様ご苦労様でした。

おかげ様で、新年度の活動を実施しています。ご協力ありがとうございました。

会員の皆様の、県連盟活動への参加をお願いします。

議長団 こまくさＨＣのお二人

総会報告
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理事長就任にあたって

千葉県勤労者山岳連盟理事長

吉田 哲治

東日本大震災により被災されたみなさま、そのご家族の方々に心よりお見舞い申し

上げます。一日も早く復興されますようお祈りいたします。

また、我々労山の仲間も、未だにその安否が不明な方もいらっしゃいます。一人で

も多くの方がご無事であることを祈っております。

この度、千葉県勤労者山岳連盟理事長に就任することになりました、船橋勤労者山

の会に所属しております吉田哲治と申します。就任にあたっての自己紹介と抱負を述

べよ、との原稿依頼を受けました。正直、このような未曾有の危機的状態にある中で

抱負を述べることに戸惑いを覚えるものですが、それでも、前を向いて歩き出し始め

た被災者の方の姿を見たとき、自分も少しは語ってもいいのかと思い、ここに述べさ

せていただきます。

1957 年の沖縄生まれです。産を受けたのは那覇ですが、育ったのは、大震災前は

毎日のように報道されていた、世界一危険と言われている普天間基地のすぐ近くです。

中学の頃は、Ｂ-52（アメリカの戦略爆撃機）が校舎の真上を毎日のように飛行して

行ったのを鮮明に覚えています。普天間基地に関心のある方は、いつでも私までご質

問ください。

20 歳頃より山を始め、単独の登山に限界を感じ、26 歳のとき神奈川の相模勤労者

山岳会の門をたたきました。入会以来クライミングの日々でしたが、30 歳も後半に

なりますと自然に抱かれる沢志向になり、今は山行のほとんどが沢登りです。東京周

辺では奥秩父の沢、特に昨年悲惨な事故のありました滝川や入川流域を、他には上越、

越後の沢を好んで遡行しています。仕事の都合で船橋に移り、船橋勤労者山の会には

7 年前に入会しました。

山の歌では「山こそ我が母」が一番好きです。山への想い、自然への畏敬を歌った

とても大切な歌です。いつまでも大事に歌っていきたいと思っています。沢が好き、

そして焚火を囲みながら酒を酌み交わすのが至福の時だと思う飲兵衛の私です。

756 名、21 団体で構成されております千葉県連盟ですが、今更私が言うまでもなく、

みなさん一人ひとりは、山が好き、山に登りたい、という一点でここに集っているか

と思います。私はこの原点を大事にしたい。一人ひとりの声に耳を傾け、みなさんの

山に対する想いを出来る限り受け止め、それを県連盟の運営に生かしていきたいと考

えます。抽象的な表現になってしまいますが、私が今語ることのできる抱負です。

新役員挨拶
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最後に、理事長という立場は非常に重いものと十二分に認識しております。この重

責をどこまで全うできるかは分かりませんが、お引き受けした以上、精一杯頑張って

いきますので、会員みなさまお一人おひとりのご協力、ご支援をお願いいたします。

どうぞ、よろしくお願い申し上げます。

以 上

会計の抱負

小林 康男

（まつど山翆会）

このたび「会計」を担うことになりました「まつど山翠会」の小林康男です。

私と山との出会いはまだほんの５～６年でしかありません。まして県連との関わりも

3 年ほど前から理事の末席に奈をつらねたばかりで、県連の活動そのものを全て理解

しているわけではありません。

そんな私が今回「会計」という大任をお引き受けしたのは、それなりの理由がありま

す。

県連の運営が大世帯の各会によって担われているのは当然として、我々「まつと山翠

会」のような弱小な会はその影にかくれて、「会員がすくないから、県連活動に参加

出来なくても仕方がない」と自分に弁解している姿を変えるためでもあります。

弱小の会であっても、県連の会員である以上、それなりの役目を工夫しながら担って

行く。そんな思い出「会計」を引き受けました。

しかしながら「会計」の仕事は全く素人ですし、県連の前面に立つことも始めての経

験であり、これからひとつひとつ教えてもらって行くのが現実であります。皆様方に

色々とご迷惑をおかけしたり、ご心配をかける事が多々出ると思いますが、どうか温

かい気持ちで見守っていただきたいと思います。

わたくしもこの 1 年、一生懸命頑張ってまいりますので、ご指導、ご協力の程よろし

くお願いいたします。

そして「あの小林さんでもやれたのだから、私も」と各会から続々と名乗りが上がる

ことを願っています。

以 上

役員会よりのお願い

総会で、理事長・会計を選出する事が出来ました。選出していただいた会

にお礼を申し上げます。しかし、副会長・事務局長・が欠員になっています。

特に、事務局長の欠員は県連活動に深刻な影響を与えます。

皆さんが、思っているより楽しいです。一緒にいかがですか！
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県連会計の ４年間をふりかえって

佐藤 勝子

（ふわくハイキングサークル）

全国女性委員会のインドヒマラヤ学校に参加の時は、万が一を想定し広木会長に

通帳、印鑑、出納簿を預けて出発した。

不注意で足を骨折した時は皆の協力で、会計に穴を開けずに乗り越えられた。真夏の

事務所引越しは本当に大変でしたが、多くの会の方の協力で、無事に終わった。

印刷機が壊れ、総会の準備が出来なくなりそうになった時はあせったが、会長の

機転で、業者事務所の印刷機を使わせてもらうことが出来た。新しい印刷機を購入で

きた時は安堵した。

１２月の決算報告を仕上げるまではお正月をのんびり過ごす気分になれない。監査

を受け問題なければ新年度の予算案作りに入る。大切な皆様の連盟費を預かっている

ので、常に、それが適切な支出であるか、気配りした。

今は、後任の方が決まり、ほっとしています。

多くの会の方・ふわくハイキングサークルの仲間、支えて頂き有難うございました。

自分にとって、とてもよい経験をさせていただいたと思っています。

以 上

退任のごあいさつ

渡辺 敦子

（松戸山の会）

松戸山の会に入会したての頃、「県連に行ってくれないか？」の一言で関わること

になってしまい、長い月日が過ぎてしまいました。

県連の内容と自分の山登りの内容で心が痛んだことも多々ありましたが、何とか退任

することができて今はホッとしています。

これからも自分の山にきちんと責任を持ち、松戸山の会の中で自分自信を高めつつも

新しく入会された若い人たちにいろいろと伝えられたらと思っています。

今まで自分を支えてくださった県連の方々、そして何よりも松戸山の会の方々に

感謝しています。

役員退任挨拶
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2011 年度 第一回ハイキング委員会 報告

実施日・時 ２０１１年３月７日（月） １９時より

実施場所 船橋市西部公民館

出席者 桑原、佐川、八巻、大田、小山、小川、川上、中原、吉沢、高見、佐藤 11 名

議題

1, 15 回 平日山行 実施

春 2011 年 5 月 12 日（木）

玉原高原 ブナと残雪と水芭蕉

ルート 玉原湿原～尼ヶ禿山（往復）約 5 時間 詳細は別途作成

バス中型 2 台利用（28 人乗り）

Ａ車 千葉駅（ＮＴＴ前）6：30 集合出発

Ｂ車 鎌ケ谷市役所 6：00～我孫子駅 6：30～新松戸流経大前 7：00 集合出発

（高坂ＳＡ集合）

スッタフ バス手配 高見さん（東葛山の会）他は次回決定する。

2、24 回 ロングハイキング実施決定

月日 2011 年 12 月 03 日（土）～04 日(日) 会員のみ。

山域 ① 追原～四朗治コース

昨年のリベンジとして催行します。 詳細は次回検討

七里川温泉には桑原が手配のこと。

3、ちばニュース掲載引き続き行う事にする。 タイトル（山への想い）雑感

原稿掲載の順番

4 月加藤、4 月川上(関口)、5 月小川、6 月佐藤、

前月の 20 日までに「ちばニュース」新規送付先決定次第報告します。

部員決定まで danphiro@zpost.plala.or.jp 広木会長までお願いします。

４、その他

千葉の山、特に沢コースなど何処も荒れています、見直して見る必要が

あるので、自然保護委員と協力して行いたいと思います。

海外記念トレッキング

全国 50 周年記念

全国 6 月 ブータン（ＨＰ参照）申込みは広木会長に早目に申し込む。

県連 45 周年記念

県連 10 月 ネパール 9 日・14 日コース（ＨＰ、ちばニュース参照）

次回委員会 2011 年 04 月 26 日 (火) 19：00～ 県連事務所

以 上

委員会報告
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第 15 回 県連ウイークデー山行募集

（主催 ハイキング委員会）

１、山行日 2011 年 05 月 12 日（木） 日帰り 雨天決行

２、行き先 玉原高原 玉原湿原～尼ヶ禿山～ブナ平

テーマ 「ブナと残雪と水芭蕉観賞」

３、集合場所と時刻 Ａ車 ＪＲ千葉駅ＮＴＴ前 6時 30 分集合出発

Ｂ車 鎌ヶ谷市役所 6：00＝我孫子駅北口 6：30＝

新松戸駅（流経大前）7：00 分集合出発

４、行 程 中型バス（28 人） 2台（関越道・高坂 SA 合流）

12 日 千葉発＝松戸発＝関越道＝高坂ＳＡ＝赤城高原ＳＡ＝沼田ＩＣ＝玉原スキー場～

玉原自然環境センター駐車場 10：30 着 10：40 出発～玉原湿原～朝日の森ロッジ登山口 11：

00

/11：05～鉄塔 11：45/50～尼ヶ禿山△12：10/20～鉄塔 12：40/13：00～トンネル手前登山口

13：30/35～時間によって①車道を戻る～駐車場 14：00 ②～玉原超～長沢（三角点）14：00/05

～

ブナ平分岐 14：30/35～駐車場 15：00 頃着 15：20 バス乗車＝16：20～17：20 望郷の湯入浴

17：20 乗車＝＝ 松戸・千葉

● 道路状況によりスケジュールや時刻等は変更となる場合があります。

● 25,000/1 地図 藤原湖

５、募集人員 50 名 （千葉発 25 名・鎌ヶ谷発 25 名）

６、費 用 5,000 円 （バス、入浴）

７、持ち物 山行に必要装備（雨具必須）

８．申込み〆きり 4月 25 日（月） と定員になり次第

尚、バス予約の為早めに申込みお願いします。

９、申込先 各会及び委員で纏めて早めに下記にお願いします。

● 担当 松戸山の会 桑原年一にメール又は電話、ファックスで

ＴＬＥ047-342-1400 ＦＡＸ047-342-5345 携帯 090-1118-7960

ハイキング委員会報告
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キリマンジャロ登頂の記

関口路子

かがりび山の会

２００８年２月４日〜２月９日 女性６名、男性４名

一度はアフリカの地を踏みたいと想い、それならばアフリカ大陸で一番高いキリマ

ンジャロに登ろう！ と決めました。

それからは、アフリカやキリマンジャロに関する本を読み、予防接種をしてイエロー

カードも収得、いよいよキリマンジャロに出発です。

羽田から関空に飛び、仁川空港からドバイ経由でケニアに入国、サファリをしながら

タンザニアに向かう予定でしたが、ケニアの大統領選挙で不正が有りその為暴動が起

きケニア国内を通過するのが危険になり、ケニアから直接タンザニアに飛びました。

いろいろ予定が変わりどうなることかと思いましたが、タンザニアでサファリを楽し

みマサイの部落を観光して登山に向かう事が出来ました。宿泊地のディクディク・ホ

テルの在るウサから２時間余りの登山口に向かい、途中、途中でガイド、ポーター、

キッチン・スタッフを拾います。

登山口のマラング・ゲート（１７００m）では登山許可証を貰ったり、登山を支えて

くれるスタッフ達や荷物を纏めたりに時間が掛かり、大分待たされます。

ゲートを出るとすぐ橋を渡るのですが、そこで下山して来た 岩崎元朗さんのグルー

プに出合いエールを交換しました。

鬱蒼とした森を登って行くと遙か頭上を、真っ白な尻尾をひらひらさせてシロクロ・

クルブス（猿）が飛び交い、楽しませてくれます。

キリマンジャロは１日１０００m 程を登ります。１日目マンダラ・ハット泊。

２，３日目、ホロンボ・ハット（３７２０m）に高所順応で２泊。登山道は広く、登

り、下りの登山者とスタッフがすれ違い賑やかです。ちなみに私達はガイド、ポータ

ー、コック、キッチン・ボーイで３５人程。寝袋や着替え等大きな荷物は彼らが運ん

でくれます。ハットには大きい食事棟と、沢山の背中合わせの、バンガロー風の、５

−６人用の宿泊棟が点在します。食事棟ではグループ毎に持参したグループのテーブ

ルクロスの席にそれぞれ座ります。この日、高度の為、息苦しさを少し感じました。

４日目、緩やかな砂礫帯を延々と歩き、直ぐそこに見えるハットなのに、中々たどり

着けない。緩やかに見えても１０００m の標高差があるのだ。ギボ・ハット（４７０

３m）泊、仮眠。

５０００m 近い高所の為少し動くのも息苦しく、走っては駄目、ゆっくり行動する様

にと注意が有る。頭痛が出る人も有り。中々眠れません。

リレーエッセイ
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５日目、前夜２３時起床、０時小屋発、急な登り、高所の為、足が重い。あれは星？

と思える高みにゆっくりヘットランプの明かりが動く。喘ぎながら登る。

睡魔に襲われ、名前を呼ばれ頬をピタピタ叩かれている人も居る。いつもは、人一倍

元気な人だ。お腹の調子が悪い彼も、黙々と歩いている。血中酸素濃度を朝晩チェッ

クしてここまで、万全を期して来たのだから何としてもガンバ、ガンバと互いに励ま

し合う。寒さで手が冷たい。手袋はとても大事と再認識。

休憩する。タンザニア人のガイドが暖かい紅茶を飲ませてくれる、ありがたい！

いつの間にか空が白み、ごろごろした岩場を登り切るとギルマンズ・ポイント（５６

８５m）でした。ほつと一息。でも直ぐに出発の声が掛かり、考える間も無くピーク

に向かいました。実はここ迄で引き返す人が多いのです。

その頃から雪が降り始めました。新雪なのでアイゼン無しで登りました。ここからは、

割と緩やかな登りとなり標高差２００m 余りです・・・ やっと着いた真っ白な雪の

ウフル・ピーク（５８９５m）は、感動！の一言で、サポートしてくれたガイドと感

激と感謝のハグ！！ 私達は全員登頂出来たのです。

この後ホロンボ・ハット迄２０００m の下り、この日は歩行時間１５時間余りの永い

一日でした。友人が途中、気分が悪くなり、一時も速く高度を下げなくてはと、二人

のガイドが交代で背負い走って降ろす事態となり、心配しました。

６日目、ホロンボ・ハット（３７２０m）からマラング・ゲート（１７００m）に無

事下山しました。昨日、具合いが悪かった彼女も回復し元気になりました。

登山道では、色々な国の人々に出合い、珍しい植物や沢山の花にも会えました。

キリマンジャロは、ポレポレ（スワヒリ語で、ゆっくりゆっくり、の意）で歩くのが

一番です。

そして、世界一高い火山で、赤道直下に在るのに氷河を抱き、サバンナの大地に聳え

立つこの山の本当のヒーローは、私達を支えてくれたタンザニア人のスタッフ達です。

陽気で、穏やかで、責任感の強い人達に、感謝！でした。

苦しい時も有ったけれど、今、振り返ってみると、それさえも楽しい思い出になりま

した。 キリマンジャロに乾杯！ 然し温暖化で数年で氷河が消えるかも知れないの

です。何時までも真っ白な頂きで居て欲しいと祈ります。

４５周年記念・ネパール・トッレッキングの案内

海外委員会・女性委員会は、４５周年記念トレッキングに取り組んでいます。

ネパールのエベレスト街道・アンナプルナ周辺に、７日から１０日コースと

２週間コースを検討中です。参加者・トレッキング経験者で実行委員会を結成し

手作りのトレッキングを目指しています。

実行委員会に参加して、自分のトレッキングを作って楽しんで下さい。
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山への想い 「会津の山々」

ちば山の会 加藤 洋子

有名で誰もが登りたいと思う山々は日本百名山、南北アルプス、八ヶ岳などがある

が、趣きがあり、味わい深かった山と言えば、福島県南部と新潟県境の会津の山々で

ある。会津地方は戊辰戦争の舞台となったところであり、その山にちなんだ文化、歴

史を前もって知ることによって山行がより印象深くなる地域である。また、新緑のブ

ナ原生林も秋の紅葉も見事である。ここ数年私が登った山で良かった山は…

① 会津七ヶ岳

登山道が沢という珍しい山、高杖スキー場からの普通のコースの他、沢コースとし

て、黒森沢コース、平滑沢コースがあり、ガイドブックには登山靴可とあるが、渓流

シューズの方を強く勧めます。８月に行ったときは渓流シューズもロープも持参せず

ヌルヌルの滑床で滑りそうで、途中で敗退した。楽しむなら渓流シューズ持参で行く

ことを勧めます。特に秋の護摩滝は圧巻、錦秋の紅葉と滝の美しさは素晴らしい。針

生から黒森沢登山口の林道は荒れていて普通車不可。南側の羽塩登山口までは快適な

舗装道路。

② 浅草岳

７月上旬のヒメサユリとタニウツギの花が素晴らしい。同じ時期に守門岳も行った

が、ヒメサユリの数は浅草岳が圧倒的に多い。守門岳は頂上より北側の稜線に行かな

いと株がない、あってもまばらなので、ヒメサユリ目当てなら浅草岳が良い。何故か

私が行った７月には蛇に４，５回遇った。また、田子倉湖、鬼ヶ面山方面の眺めも素

晴らしい。

③ 志津倉山

昭和村から峠を越えて峠の最高地点から双耳峰の志津倉山を見下ろしたとき、低い

山だなという第１印象だったが、登山口は遥か下にあり、残雪の残る沢に沿って歩き

出す。暫く行くと目の前に壮大な雨乞岩の大スラブが見えてくる。急な岩場の登りや

稜線の残雪、糸滝付近の鎖場や鉄梯子の下りもあり、歩程は短時間であったが、気の

抜けない充実した山行だった。

④ 博士山

５月の山開き直前は大勢の登山者が、山菜を求めて登ってくる。登山口前の広い駐

車場には仮設トイレ（５月第３週の週末、他の時期は不明）もあり幕営可能。急登の

登山道にはコシアブラなどの山菜が豊富、ブナの他、赤い木肌のアスナロの巨木、初

夏にはシャクナゲ、ツツジも咲くそうだ。

※ お薦めキャンプ場

奥会津昭和の森キャンプ場 （福島県大沼郡昭和村）

志津倉山の近く、森に囲まれた広大なキャンプ場、設営場所のすぐ脇まで車で入場

できる。炊事場、トイレもよく管理されていて快適である。入浴施設は車で３０分

以内にある。私達が行った５月の第３週は週末だというのに他のキャンプ客はいな

かった。

リレーエッセイ



- 15 -

第 1 回自然保護委員会報告

2011.3.10：19:00～20:30

参加者 外山(こまくさ）荻野（こまくさ）高橋(岳人あびこ）小林(松戸山翠会）

菅井(ちば山）

議題

１、今年度の体制

委員長 菅井

サブ委員長 外山

会計 小林

２、クリーンハイク計画

・県連統一 ５月２９日(日)

午前 鬼泪山(昨年度と同じ場所)クリーンハイク

午後 地元の守る会と交流

なるべく多くの会からの参加を呼びかけます。

・各会独自の計画

こまくさ 養老渓谷

岳人あびこ

市川山の会 三番瀬

山翠会

他の会で各会の総会に合わせて早めに計画を立ててください。

千葉の山以外でも、気軽にクリーンハイクを行ってください。

３、ちばニュースへのリレーエッセイ（隔月で行う）

６ 栗山 ８ 荻野 10 外山 12 菅井 ２ 高橋

４、里山への取り組み

船橋山の会、に千葉の沢に着いて報告お願いし、先ず現状がどうなって

いるかを全会に知らせる事が大事である。

その他

（１）今年度の他県との交流

１１月 関東及び全国集会

その他 自然保護研究集会

（２） 今年度の自然保護委員会開催予定

４／１０ ５／１２ ７／１４ １０／１４ １／１２

その他必要に応じ開催する。

５月２９日（日）鬼泪山クリーンハイク・報告会

午前中、鬼泪山周辺のクリーンハイクを実施、午後、現地守る会の皆さん

と報告会・交流会を行います。

大勢の参加で、現地の皆さんと勝利を喜び、鬼泪山・房総の自然を守る事

を確認しましょう。



- 16 -

５／２９（日）県連統一クリーンハイク計画
共催 鬼泪山を守る市民の会

凍結答申により山砂採取計画は一時中止という形になりました。しかし完全に中止された訳で

はありません。乱開発から ふるさとの豊かな山を守るためにも、昨年に続き、

今年も山砂問題の鬼泪山をクリーンハイクの場所にしました。きれいにしよう

場所 鬼泪山 ２コースに分散 地図の太線の部分

コース１ 関山用水取水口まで

コース２ 鋪装道路～マザー牧場隣無線塔入口～鬼泪山への林道

集合場所 時間 小雨 決行

JR 利用の場合 7:45 千葉駅発 内房線(館山行) 佐貫町駅 9:09 着

車の場合 直接佐貫町駅に 9:10 頃までに来てください

市民の会も皆さんと合流し、車に分乗し 9:30 出発

服装 通常の山歩きの服装 軍手 弁当持参

クリーンハイク実施 10:00～12:00

午後 公民館にて鬼泪山を守る市民の会との交流

ゴミ収集用の袋などは 市民の会で用意してくださることになりました

各会の自然保護委員は５月１２日(木) 第３回自然保護委員会までに参加者を連絡下さい。

自然保護委員会報告
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関東ブロック救助隊交流集会 参加報告

千葉県連盟救助隊

毎年実施されている「関東ブロック救助隊交流集会／深雪搬出訓練」が、２月２

６日（土）２７日（日）に開催された。

関東ブロック（群馬・栃木・埼玉・茨城・神奈川・東京・千葉・山梨）では、

救助隊の交流と救助技術の伝承・レベルアップを目標に、各地方連盟の救助隊が当

番制で実施している。

今回は、群馬県連盟の主催で、一の倉沢と土合山の家の裏山を会場に５４名が参

加し、千葉県連盟からは、高橋救助隊長を先頭に精鋭６名が参加した。

・２月２６日

開催の挨拶・オリエンテーションに続き、低体温症に関する机上講習を受ける。

講師は、元千葉県連所属の藤桝氏である。氏は全国連盟遭対部員として、全国

的に活躍している人気講師である。

・講習グループは、室内で梱包・ビーコン操作等の講義。

・訓練グループは、低体温症に関する臨床実験。

・２月２７日

・講習グループは、土合山の家裏山で支点工作・引上げ降ろし・搬出訓練・

ビーコン・ブローブ捜索の実施講習。

・訓練グループは、マチガ沢出合周辺にて、捜索・救護・搬出訓練。

千葉県連からの参加者は、ベテランが揃い引上げ訓練等は力に頼らず、経験を

活かしてチームワークを発揮して乗り切った。

懇親会も盛大に行われた。各地方連盟が自慢の地酒を持ち寄り大いに盛り上がり

有意義な懇親会であった。

主催の群馬県連盟の皆様ご苦労様でした。

来年度は、栃木県連盟主催で、日光市での開催が確認された。

ﾌﾞﾛｰﾌﾞ訓練（講師 川嶋全国事務局長）
（ゴメンナサイ：もう飲みません）

ビーコン捜索訓練でした
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みんなの思い・みんなに支えられて

春日良子

ふわくハイキングサークル

今年 10 年目を迎えた郡界尾根縦走だ。初参加した頃と比べるとコース・

内容は大きく様変わりしている。

参加する顔ぶれも、いつもの人・初めて会う人その年の色がある。

登山道の変化もある。鋸山の砂取り場は金谷から保田へ抜けられなくなるかと

思うほど、削られ・削られ狭まられている。柚ノ木林道へ入った道雨で流され

るからだろうか、斜面の登山道が狭くなっていた。

体力的にも変動がある。去年できたことが今年はできにくい。

自分もそうだが三日間通して歩く自信が無くなったと話す人がいた。悲しいが

これは誰にでも当てはまる。

郡界尾根縦走は確かに三日間だが、どうでしょうか。

思いを変え一日・二日でも歩ければそれでも良いではないでしょうか。

また、そう思って参加し最後まで歩ければ自信が湧く。

私は今年この気持ちで参加した。来年もきっと同じだろう。

時に人間は残酷な仕打ちを受ける。

人間で生まれてこなければ良かった。でも人だから優しさ・いたわり・温もり

が実感できる。山中温泉でいつも協力してくれるオーナー・煮物や漬物を一杯

差し入れてくれる I さん・寒いだろうといつも大量の炭を提供してくれる O さ

ん・この人たちと繋がる地元の人たち・そして糸の先を手繰って行くと S さん

夫婦に繋がる。私たちが歩いている間ただひたすら、縁の下の力持ちでサポー

トをしてくれた N さん・A さんだ。

毎年先頭を歩き、安全な登山道を選び道迷いすることなくガイドしてくれる T

さんがいる。多くの人たちお蔭で三日間歩けると思うと、郷台林道では足を引

きずりながら熱いものがこみ上げて

くる。11 年目・12 年目とみんなと歩

ければいいな、みんなと歩きたいな。

ありがとう。みなさんありがとう。

以 上

３日目の朝

さあー 今日で終わりだ ガンバロー

郡界尾根縦走感想
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ついに１０回目を記録しました。

古瀬 健

千葉こまくさﾊｲｷﾝｸﾞｸﾗﾌﾞ

ついに１０回目を記録しました。これだけの企画をやり遂げた皆さんの熱意に

脱帽です。３日間通して歩くと色んなものが見えてきます。

一日目の毎回心配しながら通る裏鋸の採石場は、昨年とはうって変わって土煙

を上げ削岩機が騒音をまき散らしています。我々の辿る道も一段と細くなったよ

うです。景気が回復したのでしょうか。来年が心配です。これには何か打つ手は

無いのでしょうか。昨年は水仙ピークの水仙畑の荒れようが気になったのですが、

今回は見違えるようだったのには安心しました。山中温泉のオーナーと地元の

方々の歓迎ぶりが一段とレベルアップしたのは嬉しいのですが、これでは来年も

続けないわけにはいきませんね。何より嬉しかったのはオーナーにベストパート

ナーが寄り添っていたことです。本当におめでとうを言わせて下さい。

二日目のコースでは三郡山入口の先で昼食になったのですが、2006 年４月に千

葉県と県労山、県岳連が協力して建てた道標が鋸で切られた跡が残り、木も劣化

していて更新時期が迫っているようです。その先では新しいルートが採られ、ふ

れあいハイクでの昼食場所になった愛宕神社を通ったのには驚きました。香木原

林道に下りる斜面にはいつも苦労させられますが、田中さんが前もってトラロー

プをフィックスしてくれたので楽に下れました。夜はいつもの楽しい宴が続きま

したが、私も早く休んだのですが、全体としてもおとなしくなったと感じました。

10 年の歳月を感じさせます。

三日目は風の冷たい一日でしたが、順調に進みました。黒塚番所跡には昨年の

縦走時にはなかった通行止めがあり（その後３月に「こまくさ HC」の会山行で

通ったときには在った）なぜこのような表示がされるようになったのかについて

推測が巡らされました。鍋石に降りるコースは良いコースなので何とかならない

ものでしょうか。

実はこの３日間、いや参加を申し込んでからずっと膝が心配でした。でも何と

かもったのです。特に三日目を歩き出すかどうかはスタート直前まで悩みました。

相馬さんやサポートの方々が、こんなに良くしてくれているのに応えないわけに

いきませんでした。歩き出して正解でした。完歩出来たのですから。

２日目朝 かなり冷えた

千葉県のチベット山中温泉

郡界尾根縦走感想
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千葉県連盟よりの訴え！

東北関東大震災による、被災者救援に全力を

千葉県連盟 会長 広木 国昭

理事長 吉田 哲治

このたびの、東北関東大震災にあわれた皆様に心からお見舞いを申し上げます。

また、千葉県連盟の皆様にも被災された方、友人・知人・親戚の安否を気遣っている

方も大勢いるかと思います。一日も早い救援・復旧作業が待たれます。

千葉県連盟としても、全国の連盟の呼びかけに応えて「心を通わせた」支援活動に

参加することをお願いいたします。

具体的には、

１、義援金の募集

○ 千葉県連盟の送金先。

ゆうちょ銀行 講座番号 ００１３０－７－５９５１９０

加入者名 佐藤 勝子

※ ゆうちょ銀行以外の金融機関から義援金を振り込む場合には

下記のように支店名(漢数字）を記入 して下さい。

・ 支店名 〇一九 ゼロイチキュウ 店

・ 店番 ０１９

・ 預金種目 当座預金 口座番号 ０５９５１９０

２、防寒着の提供。

○ 全国連盟事務所に直接送付をお願いします。

日本勤労者山岳連盟

〒１６２－０８１４ 東京都新宿区新小川町５－２４

ＴＥＬ ０３－３２６０－６３３１

ＦＡＸ ０３－３２３５－４３２４

・ ダウン、フリース など、清潔にして送付下さい。

・ 第１便は、３月２６日に現地に配送します。

○ 質問・意見は 千葉県勤労者山岳連盟

ホームページ・事務局への問合せまでお願いします。

全国連盟では、理事長を本部長として「東日本大震災対策本部」を設置した。

１、対策本部は、「義援金」募集を全国に提起する。

２、復興状況に対応し、全国の労山会員にボランティアを募集する

３、被災者会員やその家族に、被害に応じた弔慰金、見舞い金等をおくる。
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宮城県連に支援物資を届けました

広木 国昭

「全国連盟 震災対策本部」は 3月 26 日・26 日に斉藤理事長以下 5名が救援

物資を持参し、宮城県連の被災地視察を行いました。

全国連盟には、全国の仲間から支援物資が送られています。防寒着にまじって、

Ｔシャツや赤ちゃん用の靴下が送られてきます。送り主の氏名・住所等をカードに

記入し、支援物資の山を種類、サイズに分けて梱包します。

千葉県連会員の名前を見つけた時は、本当に感激します。有難うございます。

全国連盟・千葉県連盟は、引き続き支援物資・義援金を受け付けています。

引き続きのご協力、ご支援をお願いします。

以下に、その報告を紹介します。

◆ 3月 28 日付 震災情報② （全国連盟・川嶋事務局）

昨日、大きな被害を受けた石巻市へ支援物資を届けてきました。支援物資は宮城

県連の支援物資とともに石巻労山会員と石巻周辺の方々に届くように石巻支援セ

ンターに届けました。

その後、仙台の宮城県連事務所で赤間全国連盟副会長出席のもとで平井岩手県連、

新田宮城県連、村松福島県連の理事長が集まり今後の対策会議を行いました。

各県からの報告では

① 現在、労山会員の死亡・行方不明情報はない。しかし家族・親戚が亡くなられ

た会員、家屋や職場が無くなったり大きな被害を受けた会員は多数いる。

② 仙台市周辺では、ガソリンの給油に５時間以上ならんでも 20Ｌまでしか購入で

きない。他でもガソリンや軽油・灯油は不足状態が続いている。電気・ガス・

水道が復旧していないところも多い。

③ 現在でも強い余震が続いている。本当に必要なところに物資が届いていない。

被災の大きいところではボランティアの受け入れ体制ができていない。

震災報告

石巻市野蒜（のびる）地区 北上川河口の中州
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今月の登山時報から（2011 年 4 月号）

【第 29 期第 1 回全国評議会 2011 年 2 月 19 日～20 日 東京晴海グランドホテル】

表記評議会の報告記事である。全国連盟役員 2 名の総括報告と、地方連盟出席評議員

の発言要旨が顔写真付きで紹介されている。今評議会での主議題は個人会員制の導入

であり、総括報告では次のような表現で書かれている。

「地方連盟の多くが導入を前提とした場合の懸念・疑問・意見を述べていた。発言の

多くは導入した場合の地方連盟と個人会員制度との関わり方についてであった」

「山行管理について計画書の提出とチェック、入下山の連絡受付、事故発生時の救助

体制など対応できるのか？地方連盟の役割は何か？地方連盟への導入の時期や移行

の仕方について、検討してほしいなどの意見が多く、各地方での議論の進み具合に

温度差があった」「地方の自主性を尊重する制度作りを求める意見が相次いだ」

結論は以下のように書かれている。

「今回指摘された点を具体的に補強した新たな全国討議のための提案を今年 11 月

開催の第 2 回評議会に向け作成することを決めた」

また今評議会で、①登山活動上で多発している労山会員のモラル、マナーについての

批判が目立ってきている ②増大する重大遭難事故 について警鐘が表明されたこ

とが特記されている。

【無人地帯の山旅 ムグからトルボへの招待】

西北ネパール 辺境に魅せられて という連載が始まったことを以前に書きました

が、これはその一遍。6000ｍ峰に囲まれたチベット国境近くの西北ネパールの山岳地

帯を旅する。日本で言えば奥会津の 2000m 前後の山岳地帯を旅するようなものだろ

うか。5000m 以上の峠やピークをいくつも越えたり、廃村のある草原地帯、白樺林、

渓谷渡渉、草付き尾根の登りなど 8000m 峰登頂とは違った味のある山旅が紹介され

ている。全行程 150k 以上、15 日以上の山旅の 6 日目までが紹介されている。

辿ったトレイルが地図付きで載っているが、そこには無数の 6000m 峰が既踏峰△

未踏峰▲に分けられて記入されてあるが、ほとんどが未踏峰▲であるなど、地図を見

ているだけで想像を掻き立てられる。（前述 150k、15 日はこの地図から筆者が勝手

に想像したもの）

【オススメ山道具 NO111 カラビナにかけられるナイフ】

カモシカ・スポーツの笹原芳樹さんの連載物。

カラビナにかけられズボンやザックに付けられるナイフが紹介されている。

いざというときにすごく役立つそうです。

【会報 えつらん室】 に 岳人あびこの「やまたん」が紹介されている

記 鶴田秀雄



23

県連盟連絡先

◎ 千葉県勤労者山岳連盟事務所

〒262-0033

千葉市花見川区幕張本郷 1-29-18

レジデンス幕張台 101 号室

ＴＥＬ・ＦＡＸ 043-306-1190

Ｅメール

rousanchiba@grape.plala.or.jp

◎ 千葉県連ホームページ

http://www.cwaf.jp

◎ 「ちばニュース」原稿送付先

newstoukou@cwaf.jp

◎ 事故一報

教遭委員長・岡田 賢一

ken-ichi@f4.dion.ne.jp

Ｆａｘ：043-271-4704

◎ 連盟費振込み

郵便振替口座 00160-3-481509

千葉県勤労者山岳連盟

◎ 東北関東大震災・義援金振込み

口座番号：ゆうちょ銀行

00130-7-595190

加入者名 佐藤 勝子

〒272-0023

市川市南八幡 1-25-16

県連盟４５周年記念トレッキング

今年は千葉県連盟創立 45 周年の節目の

年となります。

海外委員会は、女性委員会と協力してネパ

ールトレッキングを計画しています。

詳細はちばニュース 5月号でお知らせし

ます。海外トレッキングの経験者・参加希

望者で実行委員会を

結成して、参加者の希

望を取り入れた、手作

りのトレッキングで

す。どんな事でも相談

して下さい。

お待ちしています。

問合せ先：千葉県連ホームページ

事務局への問合せまで

千葉県連盟第 45 期総会の記念講演から

3 月 6 日（日）に開催された、総会の

記念講演は「極地から見た温暖化」です。

講師の、本吉洋一先生は南極に 9 回行っ

ている、ベテランです。（越冬隊 2 回）

南極の氷が融ける時の音は「地球の歴史」

の音であり、隕石からは、宇宙のロマンを

感じる事が出来ました。 ちょっと、目線

を変えた講演会で、本吉先生の明るい人柄

は、厳しい中での越冬隊長にピッタリだ。

編集後記

「県連総会」が無事に終わり、ボケーとしていた。突然の地震、逃げる事も出

来ず、火の確認がやっとの状態。リアルタイムで、テレビに映し出される「津波」

の恐怖に見入っていた。1 週間たって、東北の仲間から無事の知らせが届いた。

千葉県連の総力を結集して「心の通う」救援活動の先頭にたって行こう。danp



1 金 1 日
2 土 2 月
3 日 3 火
4 月 4 水
5 火 県連役員会（第２回） 5 木
6 水 （船橋山の会） 6 金
7 木 女性委員会 7 土
8 金 8 日
9 土 9 月 機関紙委員会（第２回）

10 日 10 火 県連役員会（第３回）
11 月 機関紙委員会（第１回） 11 水 （船橋山の会）
12 火 ハイキング委員会 12 木 自然保護委員会
13 水 （船橋山の会） 13 金
14 木 自然保護委員会 14 土
15 金 15 日
16 土 16 月 救助隊・教遭委員会
17 日 17 火
18 月 救助隊・教遭委員会 18 水 （船橋山の会）
19 火 19 木 県連理事会
20 水 （船橋山の会） 20 金
21 木 県連理事会（第２回） 21 土
22 金 22 日
23 土 足尾植林デー 23 月
24 日 同じ 24 火
25 月 25 水 （船橋山の会）
26 火 26 木 拡大検討委員会
27 水 （船橋山の会） 27 金
28 木 拡大検討部会（第１回 28 土
29 金 29 日 県連統一クリーンハイクｉｎ鬼泪山
30 土 30 月

31 火
12 火 全国新特別基金委員会 10 火 全国新特別基金委員会
19 火 全国理事会 17 火 全国理事会
23 土 足尾植林デー（９時集合）
24 日 足尾植林デー（１３時解散）

発行 ：千葉県勤労者山岳連盟
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